
スオミ 

 
抒情と呼ぶならそれもいい 
雪雲の到来はいつの間にか 

 
「幸福な者だけが耐えられる」とお前は言う 
風が止まり、白い祝福がひっそりと現れる 

 
生活はほの青い窓外を見つめ 
閉ざされた音が雪原に重く響き渡る 

 
広漠な中に自由はなく 
瞑想する者は全て春を憧れ 

 
然り、抒情と呼ぶならそれもいい 
確かに、私達には信じている夜明けがある 

 
故なくば詠いたまえ、昼無き季節 
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ひ か り
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